
 

 

                         

 

 

 

中学生でもできる！食中毒予防 

 気温と湿度が高くなるこの時期から、食中毒の発生が増えてきます。気温と湿度が高い

環境では、原因となる菌が増えやすくなります。 

お弁当の日や自然教室・修学旅行など、校外での活動ではペットボトルで飲み物や食べ

物を持ち歩く機会もあるかと思います。自分の体になる食べ物や飲み物の管理もできるよ

うになっていきましょう。 

〈食中毒リスクの高くなる行動〉 

 ★生や加熱不十分なお肉を食べる 

  →インターネットなどで流れてくる『超レアなハンバーグ』

や、『鶏のたたき』などとても美味しそうに見えます。お店

で提供されているとしても、絶対安全とは限りません。注意して

ください。 

 ★手洗いをしていない手で触れた食品を食べる 

  →手洗いをしていたとしても、絶対に防げるとは限りません。ですが、丁寧な手洗い

でウイルス・菌を減らすことはできます。 

 ★室温に放置された煮込み料理を食べる 

 ★洗浄が十分にされていない水筒を使い続けている 

  →自分の使っている水筒は、きれいですか？パッキンの部分など定期的にきれいにし

ましょう。 

 ★常温で長時間放置した飲みかけの飲み物を飲む 

  →直接口をつけたペットボトルの飲み物は、常温で２時間程度おくだけでも菌が大幅

に増えます。口をつけていなくても、一度開けたペットボトルは空気を介して菌が

入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月４日発行 

 真岡市立大内中学校 

保健室 
～大内中保健安全だより～ 



 

 

６月４～１０日は歯と口の健康週間です！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


